
＜たんぽぽ組 ３歳児＞ 

   園庭では、ダンゴムシやミミズ、カエルなど身近な生き物に触れて遊んでいます。特に、たんぽぽ組の子ども達はダンゴムシが大好き♥ 

毎日、ダンゴムシがいそうな石の下や枯れ葉の下などを探して捕まえ、お部屋の“ダンゴムシのお家”に入れ、観察して楽しんでいます。 

 ある日、大きいお友達に、プランターの下にいっぱいいることを教えてもらった子ども達。早速、自分達で重たいプランターをどけて、 

ダンゴムシ探しが始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ダンゴムシみーつけた！！ 

身近な生き物に興味をもち、実際に見たり触れたりする

ことで、ダンゴムシについての特性や習性に気付き、“どう

してかな”“もっと知りたいな”という、探求心につながって 

いきます。 

ちっちゃい赤ちゃんも

いるね～！ 

そっか～！ 

ダンゴムシさんは、 

暗いところが好き 

なんだね！ 

(たんぽぽ組にある) 

ダンゴムシのお家に 

入れてあげると、 

お友達いっぱいに 

なるね！ 

自然との関わり・生命尊重 

ダンゴムシさん、 

(プランターの下の)暗い 

所に、いっぱいいる！ 

寝ているのかな？ 

 

お友達いっぱいだと、

嬉しいよね！ 

自分が感じたことを言葉で伝えようとしたり、それに応答する

友達や保育者の言葉を聞いたりすることで、“もっと話したいな”

“友達や保育者に聞いて欲しいな”と、自分の気持ちを言葉で 

表現する楽しさを味わっています。 

言葉による伝え合い 

ダンゴムシがどんな

ところで寝ているか、

子ども達は気付き始

めているんだな！ 


